
評価 取り組み状況

1 Ａ

・幼稚園教育要領および本園の教育目標に基づき、年齢ごとの子
どもの姿に即した改善が図られるように、指導計画（年間・月
間・週日案）の見直しを行った。また、子どもの発達や興味関心
に応じて、活動内容や教育環境を改善し、計画と実践の連動性も
高まった。
・アクティブラーニング（主体的・対話的で深い学び）の考え方
を取り入れ、子どもたちが主体的に遊び込み、思考力や表現力を
育む活動に取り組んだ。また日々の保育活動の目標設定・実践・
ふり返り・改善のサイクルを回すことで、保育の質を高めてい
る。その結果、丁寧な保育ができ成果をあげることができた。

「

2 Ａ

・本園の研究テーマ「意欲いっぱいの子どもを育てる～友達や先
生とのかかわりを通して～」を実践研究し、幼児理解・環境構
成・保育内容等教職員一人一人の専門性と実践力向上に努めてい
る。
・園外で実施される各種研修会や研究会に積極的に参加し、最新
の教育・保育に関する知識を学び、職員間で共有することで、園
全体の資質向上に努めている。

「笑顔いっぱいの杉の子幼稚園」
「心身ともに調和の取れた発育・発達と健全な人間性の基盤をつくる」
「強く　かしこく　たくましい　感性豊かな　思いやりのある子の育成」
望ましい子どもの姿「自分の力で、元気に、仲良く、もうひと頑張りする子」

２．本年度重点目標・計画

園児募集に重点を置き、杉の子幼稚園に関わる全ての人が笑顔になる幼稚園をめざします。
・教育課程 指導計画を見直し改善を図る‥‥幼稚園教育要領等を踏まえ、よき伝統の上に教育理念「つ
よく かしこく たくましく」を具現化させるため、幼児の実態に合わせた教育課程の編成にあたる。21
世紀の国際化社会に羽ばたく子どもたちに情報処理能力を身に付けさせるため、指導計画を見直し、振
り返りや反省を行い次に生かしていく。
・教職員の資質向上（研修・情報共有等）‥‥互いの公開保育を見合い、子ども理解を深め指導力の向
上に努める。子どもの《自分で・自分が・自分から》を大切にする」保育者としての専門性を高めるた
め、研修に積極的に参加する。
・特別支援教育のための園内支援体制を整備する（家庭との協力・連携も含む）‥‥特別支援が必要な
子どもを見逃さず、園全体で共通理解し、個に応じた関わりを心がける。
・安全管理体制の強化‥‥子どもが安心して過ごすことができる施設や遊具等の安全な環境を整える。
子どもの命を守るため、安全生活の習慣や態度を身に付けさせ行動できるよう指導する。また、食物ア
レルギー対応給食提供のチェック体制を徹底する。

３．評価項目の達成及び取り組み状況

評価項目

教育課程を見直し改善を図
る

教職員の資質向上(研修・
情報共有等)

１．本園の教育目標

令和７年度　自己評価・学校関係者評価報告書

令和8年3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校法人　宮地学園

幼稚園型認定こども園　杉の子幼稚園

　当園ではこの度、令和７年度の幼稚園学校評価として、教職員の自己評価及び学校関係者評価を実施いたしま
した。教職員一人一人が、自らの教育活動や園運営の状況を振り返ることで、自分自身や園全体を見つめ直すよ
い機会となりました。また、それぞれの評価結果について、皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善
の方向性などを明らかにすることができました。この結果を深く受けとめ、更なる教育活動の充実、教育環境の
整備、教職員の資質向上に努めてまいります。



3 Ａ

・一人一人の園児の発達や特性に応じた適切な支援を行うため、
特別支援体制の充実に努めている。幼児の姿を丁寧に見取り、生
活体験がそれぞれ異なることなどを考慮して、発達の課題に即し
た指導を行ってきた。子どもが困ってしまう環境や関わりを改
め、多様な子どもが安心して過ごせる環境、関わりに努めてき
た。
・保護者の思いに寄り添うために、個人面談や連絡帳でのやり取
り、送迎時における会話などを大切にしてきた。また、必要に応
じて専門機関と連携し個別の教育支援計画を作成、子どものつま
ずきに応じた支援を行うことができた。

4 Ｂ

・毎月避難訓練を実施し、園児が避難経路や行動手順を理解し、
訓練中も落ち着いて行動できるようになった。
・子どもたちの命と安全を100％保障するということが、私たち職
員の最も大切な使命である。日常生活のあらゆる状況で起こりう
る事故を想定し、事故防止のための措置を全職員が意識し確認を
行ってきた。幼稚園の施設・設備・遊具・用具等の安全点検を定
期的に実施し、日常の中に潜んでいる危険の洗い出しに努めてい
る。気になることがあれば課題を共有し、直ちに対策改善につな
げている。

Ｂ
４つの評価項目について重点的に取り組み、一人一人の乳幼児を大切にした質の高い教育・保育
活動を実践することができたし、さらなる質の向上に向けた課題も明確になった。

　　評価の基準（A：十分達成されている　　B：達成されている　　C:取組まれているが、成果が十分でない
　　　　　　　　D：取り組みが不十分である）

５．今後取り組むべき課題

課　題 具体的な取り組み方法

1 教育内容

園児一人一人の発達や実態、家庭の状況、社会の変化等を踏まえながら、教育課程
の見直しと改善を継続的に進めていく必要がある。これまでの保育・教育実践を振
り返る中で、各年齢の発達に応じたねらいや内容のつながりを明確にし、０歳から
５歳まで園児の育ちが連続的・系統的に支えられるよう教育課程を更に工夫してい
くことが課題である。

子どもたちが心ゆくまで遊び込むための時間や場を保障し、幼児自身がやりたい遊
びを見つけ、自ら取り組む「意欲的」な姿を大切にしてきた。自らやりたいことを
意欲的に取り組むからこそ、心が動き没頭して遊びこむことができ、様々な体験の
原動力になる。これからも、子どもたちの「やってみたい」「もっとやりたい」と
いう意欲的な姿を引き出す教育・保育の在り方を追求していきたい。

園生活の中で見られる姿を丁寧に捉え、その子が何に困っているのか、何に苦戦し
ているのかを的確に見極める目を養い、早期の気づきと適切な対応につなげる必要
がある。また、療育福祉センターや高知市教育研究所等関係諸機関と連携し、専門
家の見解や助言を受け、一人一人の子どもの育ちを見据えた援助について職員全員
で共通理解に努める。特に年長児は、小学校と連携し滑らかで確実な接続ができる
ようにする。

園児の生命と安全を最優先に考え、安全管理体制のさらなる強化を図ることが重要
な課題である。地震や津波、火災など様々な想定の避難訓練を定期的かつ実践的に
実施し、園児一人一人が落ち着いて判断し、自ら安全な行動がとれるよう日頃から
の指導を充実させる。園庭の大型遊具は、冒険や挑戦、社会的な遊びの機会を提供
し、子どもたちの成長に欠かせないものだが、冒険や挑戦には危険性も内在してい
る。園児自身が危険を予測し、安全な行動を選択できるよう、遊びを通した安全教
育を継続的に実施する。

評価 理　　由

特別支援教育のための園内
支援体制を整備する
(家庭との協力・連携も含
む)

安全管理体制の強化

　評価の基準（A：十分達成されている　　B：達成されている　　C:取組まれているが、成果が十分で
           　ない　D：取り組みが不十分である）

４.総合的な評価結果



６．学校関係者の評価

＜令和７年度後援会会長＞
【豊かな実体験を通じた「生きる力」の育成と家庭との共創について】
杉の子幼稚園が掲げる「笑顔いっぱいの杉の子幼稚園」という目標が、日々の教育・保育の中でいかに
深く体現されているか、子どもを預けた保護者の一人として、また後援会会長として強く実感しまし
た。
長女も無事に卒園しましたが、園での豊かな経験が子どもの自信へと繋がっていることを確信し、以下
の点を高く評価します。

「遊び」を学びへと昇華させる教育環境の提供
「子どもは遊びの中で学ぶ」という理念の通り、広い園庭での外遊びや温水プール、さらには高知県産
木材を使用した遊具など、五感を刺激する環境が整っています。日々の遊びを通して、時には悔しいと
いう気持ちさえも成長の糧にする先生方の温かい見守りにより、子どもたちが「自ら考え、もうひと頑
張りする力」を身につけていく姿を間近に見てきました。

ICT活用による「親子の対話」の深化
「コドモン」を通じた写真や動画の配信は、単なる情報の共有に留まりません。園での生き生きとした
表情や、友達と協力して作品を作り上げる姿をほぼリアルタイムで目にすることで、家庭での会話が広
がり、子ども長を家族で喜び合える機会となりました。こうした「育ちの可視化」は、保護者にとって
の安心感と、園への深い信頼に直結しています。

多様性を認め合う心の育ちと接続支援
特別な支援を必要とする子も含め、一人ひとりの発達の課題や個性を丁寧に汲み取った指導が行われて
いる点に感謝いたします。異年齢児との交流や地域・小学校との連携（架け橋プログラム）を通じ、集
団の中でのルールや思いやりの心を学ぶことで、子どもたちがスムーズに次のステップへ踏み出せる土
台が築かれています。

宮地学園の「空に向かってまっすぐ伸びる杉のように」という願いが、これからも多くの子どもたちの
中で花開くよう、園と家庭が手を携えて歩んでいけることを心から願っています。
　
＜神田小学校長＞
日頃より、杉の子幼稚園において、先生方が子どもたちや保護者の思いに寄り添いながら、温かくきめ
細やかな教育・保育を実践されていることに、心より敬意を表します。貴園を訪問するたびに、きれい
な園舎と明るく落ち着いた園の雰囲気、子どもたちが安心してのびのびと過ごしている様子、そして教
職員の皆様の丁寧で誠実なかかわりから、日々の実践の積み重ねの確かさを感じています。
本校には、毎年杉の子幼稚園から多くの園児が入学してきますが、入学後の子どもたちの姿からも、貴
園で育まれてきた力を強く感じています。あいさつや返事、身の回りのことに自分で取り組もうとする
姿勢、友達や教師の話を聞こうとする態度など、小学校生活の土台となる力がしっかりと培われてお
り、安心して学校生活をスタートしている様子が見られます。これは、日々の生活や遊びを通して、貴
園が丁寧に子どもたちの育ちを支えてくださっている成果であると受け止めています。
特に、保幼小の連携や架け橋期の取組に力を入れていることは、大変意義深いものと考えています。就
学前の育ちを小学校教育へ滑らかにつなげていくためには、園と小学校が子どもの姿を共有し、育てた
い力や支援の在り方について相互理解を深めることが不可欠です。杉の子幼稚園におかれては、子ども
の実態を踏まえた丁寧な引継ぎや情報共有の充実に努められており、本校としても大変ありがたく感じ
ています。今後も、子どもたちが期待と安心感をもって就学を迎えられるよう、連携をさらに深めてい
きたいと考えます。
また、現代は急速なIT化、デジタル化が進み、子どもたちを取り巻く学びの環境も大きく変化していま
す。小学校においては、GIGAスクール構想のもと、一人一台タブレット端末の活用が進められ、情報活
用能力の育成やプログラミング的思考を意識した学びも重視されています。そのような時代において、
幼児期には、機器の操作を早く覚えること以上に、自分で考える力、試行錯誤する力、相手に伝える
力、友達と協力してやり遂げる力など、学びの土台となる力をしっかり育てることが重要です。その点
において、杉の子幼稚園が日々の遊びや生活を通して、子どもたちの主体性や対話、工夫する力を育ん
でおられることは、これからの時代を生きる子どもたちにとって大変価値のある取組であると感じま
す。
今後も、時代の変化に応じた工夫を進めながら、子どもたちの育ちを支える環境づくりに努めていただ
きたいと思います。
 



　
＜評議員/株式会社adear相談役＞
杉の子幼稚園の自己評価報告書を拝見し、園長先生を中心に、教職員の皆様が園児一人一人を大切にし
ながら、教育・保育の質の向上と園運営の改善に継続して取り組んでおられることがよく伝わってきま
した。日々の保育を丁寧に振り返り、教育課程の見直しや特別支援教育の充実、教職員の資質向上、安
全管理体制の強化など、多面的に課題を捉え、組織的に改善を図ろうとしている姿勢を高く評価いたし
ます。特に、教職員が個々に努力するだけでなく、園全体として共通理解を深めながら実践を積み重ね
ている点に、本園の強みがあると感じます。教育の質は、日々の地道な積み重ねによって支えられるも
のであり、その基盤となるのは、まさに教職員の人間力と専門性であると考えます。その意味で、本園
が人材育成を大切にし、将来を見据えた園づくりを進めていることは、大変意義深いことです。
また、安全管理体制についても、施設設備の点検や避難訓練の実施、防災意識の向上などに継続して取
り組まれていることを評価いたします。特に、南海トラフ地震への備えが重要視される地域において
は、園児の命を守るための危機管理体制を、より実効性のあるものへと高めていくことが求められま
す。避難方法、引き渡し体制、連絡体制、職員の役割分担などについて、引き続き具体的な見直しと共
有を進めていただきたいと思います。
さらに、幼稚園経営の視点から申し上げれば、これからの園運営においては、教育・保育の質の向上そ
のものが、園児募集にも直結する重要な要素になると考えます。少子化が進む中、保護者は園の教育内
容、安全性、支援体制、教職員の姿勢などを総合的に見て入園先を選択しています。本園が取り組んで
いる、丁寧な幼児理解、特別支援教育の充実、安全管理の強化、教職員研修の推進といった内容は、ま
さに本園の信頼と魅力を支える大切な土台です。今後は、こうした日々の実践や園の良さを、保護者や
地域に分かりやすく発信し、「杉の子幼稚園で育てたい」と思っていただけるような広報や募集の工夫
にもつなげていくことが望まれます。
杉の子幼稚園が、これまで大切にしてきた教育理念を守りながら、時代の変化や地域のニーズに応じた
園づくりを進め、保護者や地域から一層信頼される幼稚園として発展されることを期待いたします。


